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目的： 

PFAS（有機フッ素化合物）の一部は、環境中で分解されにくく、環境化学物質に特に脆弱な胎児や子どもの健康・発

達への影響が懸念されている。本研究の目的は、胎児期の PFAS ばく露濃度と 4 歳時点での発達の遅れの関連を

明らかにすることである。 

 

方法： 

エコチル調査に参加した妊婦 15,131 人の血液から 28 種類の PFAS 濃度を測定した。検出率 60％以上の 8 種類の

PFAS（PFOA、PFNA、PFDA、PFUnA、PFDoA、PFTrDA、PFHxS、PFOS)を解析に使用した。アウトカムの評価には発

達スクリーニングツール（JASQ-3）を使用し、5 種類の発達領域のそれぞれについて日本人のカットオフ値を用いて発

達の遅れを定義した。単変量並びに交絡因子を調整した多変量ロジスティック回帰分析を行った。また、8 種類の

PFAS の混合物全体としての効果を解析した。 

 

結果： 

発達が遅めと判定された児の割合は、コミュニケーション（4.3％）、粗大運動（5.5％）、微細運動（6.3％）、問題解決

（3.5％）、個人・社会（5.4％）であった。多変量ロジスティック回帰分析の結果、8 種類の PFAS、5 種類の発達領域の

いずれにおいても、PFAS の濃度と発達の遅れの間に統計的に有意な関連は認められなかった。また、8 種類の

PFAS の混合効果は認められなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

今回の結果は、8 種類の PFAS に関するものであり、その他の種類の PFAS と発達との関連は不明である。また、発

達の遅れは養育者の回答に基づいており、専門家による診断とは異なる可能性がある。4 歳以降の子どもの発達を

引き続き注視し、PFAS ばく露の長期的影響を評価する必要がある。 

 

 

結論： 

8 種類の PFAS、5 種類の発達領域のいずれにおいても、PFAS 濃度と発達の遅れの間に関連は認められなかった。 

 


